
凡例

ステップ①　コンクリート舗装継ぎ目部の段差や路面の不陸などを整正します。

損傷したコンクリート舗装継ぎ目部の段差や老朽化の進行により大きくなった路面の不陸などを、大型路面切削機を
用いて削り取り、車両の振動を軽減します。

ステップ②　新しいアスファルト舗装を敷き均して路面の平坦性を確保し、走行快適性の改善を図ります。

ステップ①後に、新しいアスファルト舗装を敷き均し、損傷した舗装路面の凹凸を平坦に補修することで車内騒音・振動を
軽減して走行快適性の改善を図ります。
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中央自動車道コンクリート舗装補修計画概要（韮崎IC～諏訪南IC）

＜コンクリート舗装区間（韮崎ＩＣ～諏訪南ＩＣ）　延長　約３６．８Ｋｍ＞

韮崎IC～諏訪南IC間の補修計画
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補修方法の概要について

アスファルト舗装敷き均し

路面切削機による不陸整正工施工状況

舗装補修工事のイメージ

既設コンクリート舗装版
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既設コンクリート舗装の損傷状況

既設コンクリート舗装版

大きな路面の不陸
目地部の段差

アスファルト舗装の敷き均し
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